
岩美町農業委員会農業委員及び農地利用最適化推進委員の推薦、応募状況について

１．募集期間、募集人数等

２．推薦、応募の状況（R5.3.31時点）

【農業委員】

（１）推薦を受けた者又は応募した者の人数等

人数 うち認定農業者等

推薦を受けた者 13名 8名

応募した者 2名 0名

計 15名 8名

（２）推薦を受けた者又は応募した者

氏名 職業 年齢 性別 農業経営の状況 氏名 職業 年齢 性別 名称 目的
代表者又は管理人

の氏名
構成員数 構成員の資格 その他

1 推薦 山本　淳 農業 78 男 H17.12～現在
H29.7～現在

農業委員
農業委員会会長

主な経営作目：水稲
耕作面積：113a

非該当 　農業のことをよく知り、すぐに動いてくれる。 無 福田　巧 会社員 62 男

2 推薦 小西　由子 会社員 58 女
主な経営作目：水
稲、野菜
耕作面積：33.1a

非該当 　地区の農業を担っていってほしい。 無 寺谷　博文 農業 76 男

3 推薦 大森　正良 農業 72 男 H29.8～R2.7
R2.7～現在

農地利用最適化推進委員
農業委員

主な経営作目：水稲
耕作面積：5ha

非該当

　自ら営農するとともに、農地利用最適化推進委員1期、農業委員1期を務
めるなど知識と経験を有するとともに、中山間地域農業の現状を熟知さ
れ、耕作放棄地の発生防止に積極的に取り組むなど、今後の中山間地域
農業の発展に向けて活動に意欲をもっていることから農業委員として推薦
します。

無 川口　耕司 農業 70 男

4 推薦 田中　一行 団体職員 62 男
H元.10～H7.6
H7.7～H25.3
H25.4～現在

岩井地区土地改良区職員
（財）岩美町農業振興公社職員
（一財）岩美町振興公社職員

主な経営作目：野菜
耕作面積：0.1ha

非該当
　農業分野で30年以上にわたり、土地改良区及び岩美町振興公社で学識
と経験を積み、本町の農業振興に努めている経緯から、農業委員として適
任であることから推薦するものである。

無 小羽尾自治会 自治会活動
自治会長　鈴木栄
治

55名
小羽尾在住者もしく
は旧在住者

5 応募 賀山　圭子 無職 66 女 R2.7～現在 農業委員 非該当
　耕作放棄地の拡大に歯止めをかけ、将来の世代に円滑に農業経営が継
承されるよう努力したい。 無

6 推薦 澤　大篤 農事組合法人役員 62 男 ～R3.3
R3.4～現在

岩美町役場職員
(農)大谷生産組合役員

主な経営作物：水
稲、大豆
耕作面積：63.9ha

該当
　令和3年3月まで岩美町役場の行政職を長年務め、同年4月から大谷生産
組合の役員に就任し、法人の健全経営、新技術の積極的な導入に努めて
おり、農業委員として適任であることから推薦するものです。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情
報共有、共助、相互研
鑽

会長　薮内孝博 19名

岩美町認定農業者認
定審査会において認
定された農業者又は
認定就農者

7 推薦 谷口　貴文 会社役員 47 男
H6.4～
H29.4～
R元.10～現在

㈲いわみ農産社員
㈲いわみ農産役員
㈲いわみ農産代表取締役

主な経営作物：水
稲、大豆
耕作面積：46.6ha

該当

　平成6年4月本町農業の中心的な担い手である有限会社いわみ農産に入
社後、平成29年から法人経営に携わり、現在では法人の代表として岩美町
の農業振興に尽力をし続けているところであり、農業委員として適任である
ことから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情
報共有、共助、相互研
鑽

会長　薮内孝博 19名

岩美町認定農業者認
定審査会において認
定された農業者又は
認定就農者

8 推薦 飯野　幸義 農事組合法人役員 78 男
H22.3～
H29.7～現在

(農)小田みなみ代表理事
農業委員

主な経営作目：水
稲、飼料用米
耕作面積：21.3ha

該当
　平成29年7月から農業委員の職を務め、小田南部地区において集落営農
法人の代表として法人の健全経営に努めており、農業委員として適任であ
ることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情
報共有、共助、相互研
鑽

会長　薮内孝博 19名

岩美町認定農業者認
定審査会において認
定された農業者又は
認定就農者

9 推薦 米村　進司 農業 55 男 H14.4～
H29.7～現在

就農
農業委員

主な経営作目：施設
園芸（イチゴ）
耕作面積：0.3ha

該当

　平成29年7月から農業委員の職を務め、他産業からの参入就農者として
新しい作目（イチゴ）への取り組みにより、岩美町の農業に新風を吹かせ、
農業の産業としての新たな可能性を引き出し、着実な農業経営により他の
模範となっており、農業委員として適任であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情
報共有、共助、相互研
鑽

会長　薮内孝博 19名

岩美町認定農業者認
定審査会において認
定された農業者又は
認定就農者

10 推薦 上根　慶万 農業 41 男 H25.1～
H29.7～現在

就農
農業委員

主な経営作目：水
稲、飼料用米
耕作面積：29.2ha

該当
　平成29年7月から農業委員の職を務め、浦富地区において積極的な農地
集積に努めており、今後、地域農業の中核を担う者として期待され、農業
委員として適任であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情
報共有、共助、相互研
鑽

会長　薮内孝博 19名

岩美町認定農業者認
定審査会において認
定された農業者又は
認定就農者

11 推薦 薮内　孝博 農業 55 男 H24～H28
H29.7～現在

鳥取県稲作経営者会議会長
農業委員

主な経営作目：水
稲、大豆、そば
耕作面積：42.1ha

該当
　平成29年7月から農業委員の職を務め、町全域の農業の中心的な担い
手として活躍しており、農業委員として適任であることから推薦するもので
ある。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情
報共有、共助、相互研
鑽

会長　薮内孝博 19名

岩美町認定農業者認
定審査会において認
定された農業者又は
認定就農者

12 推薦 奥山　昌一 農事組合法人役員 66 男
H29.4～
R4.4～

(農)ドリームファーム二上役員
(農)ドリームファーム二上代表理
事

主な経営作目：水
稲、大豆
耕作面積：24.7ha

該当

集落営農法人として平成27年1月に設立した、ドリームファーム二上の運営
に平成29年4月から役員として携わり、現在はその代表者として法人の健
全経営に努め、後続の集落営農法人の模範になるものであり、農業委員と
して適任であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情
報共有、共助、相互研
鑽

会長　薮内孝博 19名

岩美町認定農業者認
定審査会において認
定された農業者又は
認定就農者

13 推薦 山本　一美 農事組合法人役員 71 男
H29.1～現在

H26.7～現在

(農)白地農業生産管理組合役員
農業委員

主な経営作目：水
稲、大豆
耕作面積：33.7ha

該当

　平成26年7月から農業委員の職を務め、自身も令和2年度まで認定農業
者として地域農業の中心的な役割を果たした。現在は、白地地区において
集落営農法人の役員として法人の健全経営に努めており、農業委員として
適任であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情
報共有、共助、相互研
鑽

会長　薮内孝博 19名

岩美町認定農業者認
定審査会において認
定された農業者又は
認定就農者

14 応募 福石　幸生 会社役員 41 男 H29.7～現在 農業委員
主な経営作目：水稲
耕作面積：34a

非該当
　耕作放棄地の拡大に歯止めをかけ、将来の世代に円滑に農業経営が継
承されるよう努力したい。

無

15 推薦 田中　清一 農業 69 男
主な経営作目：水
稲、WCS用稲
耕作面積：572a

非該当
　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項
その他の農業委員会の権限に属する事項に関し職務を適正に行うことが
できる者であると認められるため。

無 二恩志農事組合

農業生産についての
協業を図ることによ
り、組合員の共同の利
益を増進すことを目的
とする。

組合長　松田雅彦 40名
農業従事者及びそれ
に準ずる者

推薦した者（個人）
整理番号

推薦した者（法人又は団体）推薦を受けた者又は応募した者
推薦・応募の別

経歴
認定農業者 推薦・応募理由

農地利用最適
化推進委員へ
の推薦、応募

農業委員

農地利用最適化推進委員

募集期間 令和5年3月1日～3月31日

14名

6名
募集人数

S63、H4、H9、H14、H19、H24、H29、R3
二恩志農事組合長
H18～R4鳥取いなば農協総代
R3.4～現在恩志二地域保全活動組織代表



【農地利用最適化推進委員】

（１）推薦を受けた者又は応募した者の人数等

人数
推薦を受けた者 3名

応募した者 2名

計 5名

（２）推薦を受けた者又は応募した者

氏名 職業 年齢 性別 農業経営の状況 氏名 職業 年齢 性別 名称 目的
代表者又は管理人

の氏名
構成員数 構成員の資格 その他

1 推薦 藪田　俊博 無職 74 男 H26.8～H29.7
H30.4～現在

農業委員
農地利用最適化推進委員

主な経営作目：水稲
耕作面積：99.4a

本庄地区
　地区のことをよく把握しているので、引き続き農地利用最適化推進委員に
推薦する。

無
本庄第一農事実行
組合

集落の農業
組合長
西垣　和寿

36名
自ら農業を営む者又
は農業に従事する者

2 応募 田中　仲雄
シルバー人材
センター会員

75 男 S40年代 島根大学農学部農芸化学卒業

主な経営作目：大豆、
小豆、他多品種少量
（EM活用でSDGs農業）
耕作面積：30a

網代、大岩地区

　実家が半農半漁で幼少の時からやってきた。島根大学農学部農芸化学
卒業の知恵・知識で微生物のEMを海水で培養し、肥料づくりや作物づくり
に活用しています。
　耕作放棄地を借用して農作業をしている。また、自給率の低い日本の農
業のあり方、以前からなんとか役立つことができないかと思っていた。

無

3 応募 宮本　裕澄 農業 65 男

s62.7～H7.1
H7.2～H30.3
H30.4～現在
H30.4～現在

岩美土地改良区職員、換地士
鳥取県農業共済組合職員
鳥取いなば農業協同組合臨時職員

農地利用最適化推進委員

主な経営作目：水稲
耕作面積：90a

東、浦富、田後地区
　過去2期6年の経験及び過去の農業関連職績による知識を生かして岩美
町農業の発展に寄与する。集団化の促進。

無

4 推薦 土師　信義 農業 73 男
R2
R2
R2

大岩地区農事実行組合長
岩本農事実行組合長
岩本3区農事実行組合長

主な経営作目：水稲
耕作面積：

網代、大岩地区
大岩地区農事実行組合長他を歴任するなど、功績大。
農業経験も豊富、農地利用最適化推進委員候補者として適任者である。

無 八田　英一 会社員 57 男

5 推薦 上田　芳夫 農業 69 男 R2.8～現在 農地利用最適化推進委員

主な経営作目：水
稲、白ネギ
耕作面積：47.1a

蒲生地区
　被推薦者は、蒲生地区の洗井で、他の農業者と協力し、農業後継者とし
て不在地主と利用権設定を行い、耕作放棄地の発生防止に貢献している。

無 高垣　秋盛 - 69 男

推薦した者（個人） 推薦した者（法人又は団体）

経歴
推薦、応募区域 推薦・応募理由

農業委員への
推薦、応募

整理番号 推薦・応募の別

推薦を受けた者又は応募した者


